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林木花粉の屋外での生存期間
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Survival period of some tree species pollen in outside condition 

要旨.組換え林木の安全性を評価する上で，林木の生殖・繁殖特性を把握するために，今後組換えの対象と与え

られるスギ，ヒノキ，アカマツ，コナラ， ドロノキ，シラカンバの 6積について花粉の屋外での生存期間につい

て調査した。採集した花粉はグラシン紙の袋に入れて屋外の百葉箱の中に吊し，ほぽ l週間おきに発芽率を調査

した。スギでは，採集時の発芽率は84.2%であったが，徐々に低下していき 8週円頃からほとんど発芽しな

かった。ヒノキの花粉は，採集時の発芽率は93.5%だった。 1週目を過ぎるとスギと同様に50%を割ったがその

後の落ち込みが急で 4週日にはほとんど発穿しなかった。アカマツの花粉は，採集時の発芽率は99.3%，6週

日でも90%を上回る高い発芽率を維持した。その後8週目においても70%を越える発芽率がみられたが，花粉が

水分を含みカビが発生Lたことから試験を継続できなかった。コナラの花粉は，採集時の発芽率は80%を越え，

Z週目でも発芽率が大きく落ちなかったが， 3週日以降はほとんど発芽しなかった。ドロノキの花粉は，採集時

の発芽率は約18%と低く 2週円には発芽しなかった。シラカンパの花粉は，採集時の発芽率は約35%あった

が， 2週日にはほとんど発芽しなかった。
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はじめに

組換え林木の安全性を評価する上で，林木の生殖・繁殖特性を把握しておく必要があるため，わが国の重要な

林業用樹種について解明を進めている。本報告では，今後遺伝子組換えの実施対象となる可能性のある樹種のう

ち，主要針葉樹としてスギ，ヒノキ，アカマツについて，広葉樹については樹種が多く特定が困難であるが，林

業用に利用されることの多いコナラ属，ハコヤナギ属およびカバノキ属の中からコナラ， ドロノキ，シラカンパ

の3種を選び花粉の屋外での生存期間について調査した。なお，本研究は農林水産省農林水産技術会議が実施す

る「遺伝子組換え生物の産業利用における安全'性確保総合研究」の一環として実施したものである。

2 材料と方法

スギ，ヒノキ，アカマツについては2003年に調査した。スギについては，林木育種センター(以下「センタ一

本所」という)の交配園に植栽されている精英樹，足利 l号，西J117号，久慈8号，水戸 9号の 4個体から花粉

飛散時期の 3月12日に直接花粉を採集した。ヒノキについては，交配園に植栽されている精英樹，鰍沢8号，加

茂 3号，野尻3号，恵那3号の 4個体から雄花のついた枝を 3月下旬に採取し，水ざしして雄花のついた枝をグ

ラシン紙の袋で包んでー花粉を採集した。アカマツについては，交配園に植栽されているマツノザイセンチュウ抵

抗性アカマツ，赤坂163号，阿南町号，宮島54号，宇和島39号の 4個体から 5月9日に雄花を採取し，グラシン紙

の袋に入れ，種子乾燥室内に吊して乾燥させ花粉を採集した。

コナラ， ドロノキ，シラカンパについては2004年に調査した。コナラは，センタ一本所構内に自生している 3

個体から 4月30日に雄花序を採取し，グラシン紙の袋に入れ，種子乾燥室内の日陰におき，当日夕方に実験室内

のドラフトに移し，翌日の 5月 l日に花粉を採集した。ドロノキは，北海道育種場(北海道江別市)構内に生育

している，玉子，カサアブラ隣接天然木， Bl1564， B1l582苫小牧No.1の4個体から 4月28日に雄花序のついて

いる枝を採取し，すぐにセンタ一本所へ送付されたものを 4月30日に温室にて枝を水ざしし(写真 1 )， 5月2

日に王子およびBl1564の2個体 5月4日にカサアブラ隣接天然木および、苫小牧No.1の2個体の開花した雄花

(写真 2 )から花粉を採集した。

写真 I 温室内で水ざしした雄花序のついたドロノキの小枝 写真一2 ドロノキ雄花の開花
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シラカンパは，北海道育種場構内に成育しているA5911-1，美瑛102，JVIII-43の3個体について 5月11日に

雄花序のついている枝を採取し，すぐにセンタ一本所へ送付されたものを 5月13日に温室にて枝を水ざしし(写

真 3)， 5月14日にA5911-1，美瑛102，J四 43の3個体の開花した雄花(写真 4)から花粉を採集した。

写真 3 温室内で水ざしした雄花序のつ
いたシラカンパの小枝

写真-4 シラカンパ雄花の開花

採取した花粉はすぐに発芽試験を行うとともに，グラシン紙の袋に入れて屋外の百葉箱の中に吊し，その後ほ

ぽ l週間おきに発芽率を調査した。発芽培地は，これまでの報告では，スギ 5・ヘアカマツ 1，fi， 7)ではショ糖 5%， 

寒天 1%，ヒノキ4.7)ではショ糖10%，寒天 1%が用いられていたが，橋詰4) によるとヒノキではショ糖濃度5

%と 10%との比較では10%の方が花粉管が長くなるものの発芽率には違いがないとしている O また，今回予備試

験として両者を比較したところ，ほとんど同じ発芽率だった(データ示さず)ので，ヒノキを含む 3樹種ともショ

糖 5%，寒天 1%とした。コナラ， ドロノキ，シラカンパについては，予備試験においてショ糖を 5%と10%と

で比較したところこれら 3樹種とも10%の方が発芽率が高く，コナラとシラカンパで、は伸長した花粉管も長かっ

たので10%とした(データ示さず)。発芽試験では，直径 9cmのプラスチックシャーレに入れた培地の上に綿棒

を使って花粉をまんべんなく散布し，パラフィルムでシールして照明していない温度250Cの培養室で 5日間培養

した。観察は，アセトカーミンで染色しシャーレあたり約100粒の花粉を 3回繰り返しで光学顕微鏡によって行っ

た。すぐに検鏡できないサンフ。ルは冷蔵庫中で保存し適宜調査した。

3 結果と考察

スギ，ヒノキ，アカマツの花粉の発芽試験の結果を図 lに示した。 3種の針葉樹のうち時期的に一番早く採

集したのがスギの花粉で， 2003年3月12日に採集した時点の平均発芽率は84.2%であった。その後， 1週目を過

ぎると50%を割り，徐々に低ドしていき， 8週目頃からほとんど発芽しなかった。発芽率がゼ、ロになったのは早

い個体で50日日，遅い個体で71日目，平均62日目であった。ヒノキの花粉は 4月9日に採集した時点の平均発
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図 l 屋外で保存したスギ，ヒノキ，アカマツ花粉の発芽率の推移

芽率は93.5%だ、った。 1週目を過ぎるとスギと同様に50%を割ったがその後の落ち込みが急で， 4週日には 3個

体とも発芽率がゼロになった。アカマツの花粉は， 5月14日に採集した時点の平均発芽率は99.3%， 6週日でも

90%を上回る高い発芽率を維持した。その後発芽率が落ちてきたものの 8週目においても調査が継続できた 2個

体では70%を越える発芽率がみられた。花粉は水分を含みやすく， 8週目には 2個体で，さらに 9週目には残り

2個体で花粉同士がくっついて塊になった状態になり，カビが発生したことから試験を継続できなかった。室温

下での生存期間については，スギ55日，ヒノキ22日，アカマツ55日であることが報告されているに今回の結果

では，スギおよびヒノキではやや日数が長くなったものの，両種とも発芽率が減少していくパターンがよく似て

いた。アカマツは今回の方が生存期間が長しカビの発生によって試験が継続できなくなる50日目あるいは57日

日においても70%以上の発芽力を有しており，既報7) と異なる減少のパターンを示した。 Duffieldand Snow3
) 

はストロープマツとレジノザマツの花粉の保存について温度4段階 (OOC，40C， 30oC，室温)と湿度4段階 (0 

%， 10%， 25%， 50%)の組合せで試験し，湿度50%，温度がOoCあるし〉は40Cであれば l年後でも80%以上の発

芽力を保持し，湿度が 0%あるいは10%ではいずれの温度でも発芽率がほぼゼロになることを明らかにした。ス

トロープマツでは，室温，湿度25%では I年後でも発芽力を保持していた。さらに， Duffield2J はストロープマ

ツを含む 7種のマツについて同じ湿度条件と温度3段階 (OOC，lOoC， 20C)で組み合わせて試験を行い， 300日を

越える保存において湿度75%ではほとんど生存できないこと，種によって最適の温度と湿度が異なることを明ら

かにした。 2003年のセンタ一本所構内での気温と湿度のデータを図-2に示した。
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この年は冷夏で 7月になっても月平均気温が200Cを越えなかったものの， 4月以降は月最高気温が250Cを，月

平均温度は70%を越え， 月最低湿度もほぼ25%を越えていたo アカマツでは湿度が高い条件で保寄しているにも

かかわらず発芽率がそれほど落ちなかったことから，種としては湿度に耐性があると考えられた。

コナラの花粉は， 5月 l日に採集した時点の平均発芽率は80%を越え(写真一 5)， 2週目でも発芽率が大きく

落ちなかったが， 3週日以降はほとんど発芽せず(図-3)，アセトカーミンによる染色で核が染まらなくなった。

花粉の発芽についてこれまでの研究は少ないが， コナラの発芽培地については，李ら 8) が寒天 1%， ショ糖20%

の培地で採集時の発芽率を調べており， 3個体の平均で54%であった。一方，今回の試験では 3個体平均で82%

と， より高い発芽率であったことから， 今回用いた培地でも問題なかったと考えられた。 ドロノキの花粉は， 5 

月2日に採集した時点の平均発芽率は約18%と低く(写真一 6)，2週日には発芽せず(図 的花粉中の核がはっ

きりした輪郭を失ってきたものが多かった。 シラカンパの花粉は， 5月14日に採集した時点の平均発芽率は約

35%あったが(写真一 7)， 2週日にはほとんど発芽しなかった (図 5)。 3樹種とも採集時点ではよく乾燥し

ていてさらさらに近い状態だったが，保存しているうちに水分を含みグラシン紙の袋の中で花粉同士がくっつい

て塊になった状態になった。 2004年のセンター本所構内での気温と温度のデータを図 2に示した。 5月以降は

月平均気温が150Cを越え，月平均湿度も80%を越えていた。特に，高い湿度が花粉の吸湿をもたらしたと考える。

組換え林木の安全性を評価する tで林木の生殖・繁殖特性について把握しておくことが必要でhあるが，種が多

岐にわたる林木では解明されていないことが多い。わが国では特に広葉樹の花粉について屋外での生存期間を調

べた研究は見られないことから，遺伝子組換えの対象樹種については今後とも情報の蓄積が重要である。
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写真 5 コナラ花粉の発芽 (x200) 

写真 6 ドロノキ花粉の発芽 (x100) 

写真 7 シラカンパ花粉の発芽 (x200) 
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図-3 屋外で保存したコナラ花粉の発芽率の推移
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図-4 屋外で保存したドロノキ花粉の発芽率の推移
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図-5 屋外で保存したシラカンバ花粉の発芽率の推
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